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	社会福祉協議会による�災害ボランティアセンター運営を�通じて見えてきた課題
	頻発する災害に、今年、災害ボランティアセンターを全国に１２９か所設置、�20万人を超えるボランティアが活動
	大規模災害時にたくさんのボランティアが結集、�災害ボランティアセンターの設置・運営に社会福祉協議会職員を応援派遣
	災害ボランティアセンターをめぐる主な課題①�多発する災害に対応するため、災害ボランティアセンターの体制強化が不可欠
	災害ボランティアセンターをめぐる主な課題②�災害時の福祉支援活動を効果的に展開するためには平時からの取り組みが必要

